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令和 4 年度 市議会意見交換会「議員と語っチャオ！！」 記録 ③ 

 

日   時 ： 令和 4 年 10 月 13 日（木） 午後 7 時～午後 8 時 30 分 

会   場 ： 湖南公民館 

参加市民 ： 12 人 

テ ー マ ： 「地域の課題」について 

実施方法 ： 市民、議員を３グループに分けて意見交換・懇談後、市民による発表  

 

 

１ 防災・減災について 

（1）災害時の対応 

○災害時に、災害対応と区長の仕事や役割を同時にすることは無理がある。 

２年前に湖南地区の防災連絡会を設置して、各地区に防災士２名を目標に配置して

いるが、細かいとこまで目が届かない。市のサポートが必要。 

○高齢者の避難が課題。他市では色の違う旗を掲げて状況を知らせることをやっている

が…。 

○湖南小学校が広域避難所に指定されているが、そこに行くまでに危険個所が多くある。 

○区内の連携協力が重要。今は何とかやっているが…。 

○自主防災組織などを作っているところは多いが、いざという時の動きが課題になってい

る。訓練の充実が重要だが…。防災士の件は素晴らしい。防災士の活用は…。 

○急峻な河川が多く、泥等により水路が埋まっている。 

○県による浚渫・伐採処理がやってもらえない。 

○豪雨災害により河川が氾濫すれば、避難所と川を挟んで向こう側から避難できない。 

○西山・茅野～川岸間で、県のモデル事業として保安林/治山工事を実施予定。 

○危機管理室が地元へ出向き、災害発生時等の市対応の説明、市民との意見交換の

機会を設けてほしい。 

○豪雨出水時、南信美装の新川側の排水対策～市長指示によりポンプ設置。 

○河川の川床の堆積土砂に葦が生えて水流を妨げている。 

・中ノ沢川上流 ・地域住民の草刈りで 100 袋の草を回収。 

   ・草があると、流木や土砂がせき止められる。 

   ・定期的な浚渫をお願いしたい。 

   ・県と市の区分があり、もっと連携をとってほしい。 

・鴨池川    ・土砂が溜まり葦が生えている。 

   ・諏訪湖の水害対策で受け止める川なのに用をなさない。 

   ・浚渫をして流れを良くしてもらいたい。 

○市道中峠線の道路整備 

・令和 3 年の 8 月の豪雨で崩壊した道路は、早い復旧はありがたい。 

・最近の集中豪雨で、すぐに道路が崩壊してしまう。 

・水切り、舗装など対策をお願いしたい。 

・林道から先の所で、補助金で里山事業をして、そこに続く道として整備をしたらどうか。 

・整備をしているところがあるので考えてみたい。 

            

（2) 消防団について 

○消防の補助金申請が大変。何回も書類を提出し、時間がかかり面倒。市の他の補助

金も同様。簡素化できないか。 
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（3）災害時の情報伝達方法 

○以前のハザードマップには、災害時の情報を市に知らせるための「電話応答システ

ム」があった。今回改訂したハザードマップには、それがなくなっている。何の連絡も

通知もない。良いシステムだと思っていたが、今後、細やかな情報収集をどのように

やるつもりか？ 

 

２ 道路関係 

○市道中峠線の未舗装箇所が大雨の度に洗堀され、軽トラの走行にも支障が出てい

る。市が対応してくれないので、材料支給で区が対応する場合があるが、やりきれな

い。良い方法があるのか、どこに相談すればいいのか、進め方を一緒に考えてほし

い。 

○県道岡谷茅野線には軟弱地盤の箇所や段差部分があり、大型車両やトレーラーな

どが通った場合の振動や騒音が大きな問題となっている。早急に対応してほしい。 

○後山地区の県関係の工事は、諏訪建設事務所と伊那建設事務所と所管区域が異

なる。伊那建設事務所関係の工事は区に連絡が少なく、工事や修復に時間がかか 

る。何とかできないか。 

○蓼宮橋付近の県道～くぼみによる振動・騒音（県への道路補修要請） 

○上社近くのＹ字路に、新川バイパス誘導表示→交通量が減った。 

○西街道の大型通過車両の乗り入れ規制で検討～合意形成中 

○日東光学北側の県道に、横断者用の信号設置（Ｈ28 申請） 

○バス停待避所等は設置したが、未設置（議員の助力を願う） 

○大熊保育園付近の信号機を時差式に替えてほしい。 

○小学生の安全のため、湖南関医院の西街道に横断歩道を設けてほしい。 

～利用者の調査をしたらどうか、交渉の際に数字を示すと強い。 

 

３ 地区社協について 

○役員のなり手がいない。高齢者～組織存続の危機。  

○役員の任期がないと受けられない、受けるとやめられない。 

○地区社協がなくなると、ボランティア組織が存続出来なくなる。  

○ボランティア組織（サロン）へ直接補助金を渡す仕組みづくり（社会福祉課）。 

○社協費、赤い羽根、それぞれどのように使われているか、分かりやすい資料を。 

 

４ 未来への不安   

○空き家が増えている。建物が建っていれば固定資産税が安い。 

○税の公平性、考え方の見直しも必要。 

○役員の受け手がない。区に入らない。地域運営の先行きが不安。 

○公民館の建て替えなど、どうしていくのか。 

○コンパクトシティ構想に湖南地区は入っていない。どうする？ 

 

 

 

 

 

 


